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§１ 準備

（１）プログラムのインストールとアンインストール

１）プログラムのインストール

解凍したプログラム「青色不動産xxx.exe(xxx はバージョン番号)」を任意のフォル

ダーにエクスプローラーでコピーします。これでインストールは終わりです。

ショートカットを作っておいた方がよいでしょう。

２）プログラムのアンインストール

プログラムが不要になったらアンインストールします。それにはコピーしたプログラ

ムのフォルダーか、プログラムだけをエクスプローラーで削除すればＯＫです。

プログラムをアンインストールしてもデータファイルはそのまま残ります。

３）データファイルのためのフォルダー

データファイルに必要なフォルダーは c: に \QFUDOQw という名前で、実行時に

自動的に作られます。自分で作る必要はありません。

４）データファイルの削除

自動的に作られたフォルダー \QFUDOQw を削除します。このフォルダーの中に年

次別のサブフォルダーがありますが、\QFUDOQw を削除するとすべての年次のデ

ータがなくなります。特定の年次のサブフォルダーを削除するとその年次のデータだ

けがなくなります。

（２）プログラムの起動

１）起動とライセンスキー

起動は、コピーした「青色不動産xxx.exe」をダブルクリックするか、ショートカッ

トを作ってそれをダブルクリックします。はじめて起動すると規約の画面が出ます。

≪規約≫
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≪規約≫の画面で「同意」をすると≪ライセンスキーの入力≫画面が出ます。

≪ライセンスキーの入力≫

場合によっては上の２つの画面は出ないで「キャンセル」が出るときがあります。

自動で作られる \QFUDOQw フォルダーがすでに別の目的で使われているときで

す。

≪キャンセル≫

このときは「ＯＫ」ボタンを押してからエクスプローラーで名前を変更するか、削除

してから起動してください。

２）ライセンスキーの入力

ライセンスキーにはつぎの２種類があります。

ア）体験版キー

前の≪ライセンスキーの入力≫画面でライセンスキーとして

TAIKEN

と入力します。

仕訳日記帳の記入が１画面(１5行)までの制限がある以外はすべての機能が使えま

す。試用期限はありません。じっくり試してください。

正規のライセンスキーですでに稼働しているバージョンに、この TAIKEN を入力

すると以下の警告メッセージが出ます。
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≪警告のメッセージ≫

この場合は、「ＯＫ」を押して終了し、エクスプローラーで QFUDOQw を、例え

ば sQFUDOQw とリネームし保存しておきます。それから起動し体験版にします。

イ）正規版キー

正規版のライセンスキーを別途入手し、それを入力します。

３）ライセンスキーの再入力(体験版のみ)

体験版を使っている場合は起動のたびに右の再入 ≪ライセンスキーの再入力≫

力画面が出ます。

ここで正規ライセンスキーを入力すれば、正規版

として稼働し、この画面は出なくなります。

プログラムと体験版のときに作ったファイルは継

続して使用できます。

キーの入力が終わると次ページの≪起動≫画面が出ます。



- 4 -

≪起動≫

４）仕事の開始

「起動」画面が出たら「何をしたいですか」と「対象年」を選択し「ＯＫ」をクリッ

クします。≪メニュー≫画面が表示されるので、そこからが仕事の始まりです。

（３）プログラムの終了

≪起動≫画面の「終了」ボタンをクリックするか、あとで出てくる≪メニュー≫画面

の「終了」ボタンをクリックします。

「終了」ボタンは≪起動≫画面か、≪メニュー≫画面にしかありません。表示された画

面に「終了」ボタンがないときは、≪メニュー≫画面に戻ってから終了します。
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（４）入力のまとめ

これから表示される色々な画面で入力が要請されることがあるので、ここで入力の一般

的な約束ごとをまとめておきます。

（ア）入力項目にフォーカスがあると薄いピンク色 になり、タテ棒｜が点滅し

ます。そこが入力できる領域です。

しかし、ピンク色になってもタテ棒｜がないときがあります。こういうときは入力

はできません。入力できるようにするには、その項目をマウスの左ボタンでクリッ

クします。

また、ピンク色になっていない項目に入力したいときも、その項目をマウスの左ボ

タンでクリックします。

（イ）一つの項目の入力の終わりは Enterキー(Enter)を押します。例えば、12 と入力

したいときは 12 Enter とします。

（ウ）Enter を押すと、それまでの入力を終えて次の入力項目かボタンにフォーカスが

移ります。このとき、入力の終わった項目の内容が誤っていないかがチェックされ

ます。

Enter を押さないで他の項目に移ると、チェックが行われないのでエラーのもと

になることがあります

（エ）入力項目を空白(スキップ、入力しない)のままでよいときは、Enter を押します。

（オ）フォーカスの移動はつぎのとおりです。

フォーカスを次の項目に進めるとき ... Enter

フォーカスを前の項目に戻すとき ... CTRLと↑、CTRLと← など画面により

変わります。

任意の入力項目にフォーカスを移すには上の方法で移動するか、マウスをその項目

に合わせて左クリックします。

なお、ボタンに関して「ボタンをクリックする」とあったり、「ボタンを押す」とあっ

たりしますが、同じ操作(クリック)を意味しています。
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§２ 簡単な取引の入力
これから各画面の持っている機能を順に説明していきますが、例がないと理解しにくい

と思うので、

「Ａさんから２０１７年２月１０日に家賃１６万円が銀行に振り込まれた」

をサンプルに進めていきます。

「体験版」で始めましょう。起動すると灰色になっているボタンなどがありますが、こ

れはその時点では利用できないことを表しています。

Ａさんからの入金を簿記ではどう表すのでしょうか。簿記には「借方」と「貸方」の２

つがあります。書き方は

借方の仕訳名 借方の金額 貸方の仕訳名 貸方の金額

です。

「借方」や「貸方」の仕訳名は不動産賃貸業に合わせた一覧が用意されています。「ヘ

ルプ」か「初期設定」を見ると分かります。

たとえば、「借方」に「普通預金」を指定すると普通預金の残高は増加の方向になりま

す。増加の元になった事象を「貸方」に指定します。これはＡさんからの入金です。

入金と言っても色々あるのでその中から「賃貸料」を指定します。

上の例ではつぎのようになります。

借方： 銀行 --> 普通預金

貸方： Ａさんからの入金 --> 家賃 --> 賃貸料

仮に私が会社員で不動産賃貸業を始めた場合に、私の小遣いを入金したときは「事業主

借」を指定します。それは私の小遣いの入金は賃貸とは別だからです。

「貸方」に「普通預金」を指定すると普通預金の残高は減少の方向になります。減少の

元になった事象を「借方」に指定します。

たとえば、「借方」に「現金」、「貸方」に「普通預金」を指定すると現金を引き出した

ことになり、手持ちの現金が増えます。

他の例は「仕訳日記帳」の「仕訳の例」を見てください。ほとんどのことが分かります。
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「プログラムの起動と終了」の手順にしたがって「体験版」を起動させます。

下の≪起動≫画面が出ます。

≪起動≫

何をしたいですか

最初に「したいこと」

をおおまかに指定しま

す。

今のサンプルでは一番

上を選択します。

他のボタンを選択する

ことは稀です。

対象年の指定

入力欄に「2017」と

入力します。初めての

年次のときは確認メッ

セージが出ますが、先

に進めてください。

確認メッセージが出な

いときは、この画面の

「ＯＫ」ボタンをクリ

ックすると「メニュー」

画面が出ます。

「終了」ボタンをクリックすると、プログラムは終了します。
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≪メニュー≫

ここを基点として各種の資料を作成します。たくさんのボタンが並んでいますが、目的

のボタンをクリックします。ここでは「仕訳日記帳」ボタンをクリックします。

「仕訳日記帳」は家計簿のようなもので、毎日の取引(振り込まれたとか支払ったとかな

ど)を記帳(入力)したものです。これをもとに他の資料、たとえば「損益計算書」や「貸

借対照表」などが自動で作られます。

通常の手順は、はじめての記帳(取引の入力)のときは「初期設定」ボタンをクリックし

て、必要な設定をしてから「仕訳日記帳」をクリックします。

今回、「初期設定」をしないのは、起動直後の初期設定でも今のサンプルでは問題ない

からです。必要になったとき「初期設定」をします。

「仕訳日記帳」ボタンをクリックすると、次ページの「仕訳日記帳」画面が出ます。こ

れにも多くのボタンや入力域などがありますが、使うのはほんの一部です。
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≪仕訳日記帳≫

(1) (2) (3) (4) (5) (6)

(7)

（１）登録済一欄のアクション

すでに入力の終わった取引は (7)の領域 に登録(表示)されています。これから入力す

る取引が、登録されている取引に対してどのようなアクションをするのかを(1)で指定

します。末尾に追加登録する取引は「新規」になります。

最初は登録されていない取引の入力なので「新規」を選びます。(5)「アクション」ボ

タン が有効になり、表示が「新規」になります。

（２）入力欄

「新規」に合わせた入力欄になります。ここにつぎのように入力します。

伝票 ......... ４桁以内の英数字。サンプルでは省略(Enterを押す)します。

月/日 ........ 必須項目です。2/10 か 02/10 とします。

2月3日の場合、以下の形式があります

2/3, 2/03, 02/3, 02/03, 203

このうち最後の 203 は日を必ず２桁で表します。2月15日は

215 です。11月3日は 1103 です。
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借方コード ... 借方コード 110 を入力します。コードがわからないときは(3)

の科目ヘルプを呼び出して、その中から探します。くわしくは

(3)科目ヘルプを見てください。

借方科目 ..... １０桁以内の漢字名が自動的に表示されます。入力はしません。

借方金額 ..... 金額を入力します。160000 か 160,000とします。カンマは省

略できます。

貸方コード ... 貸方コード 700 と入力します。わからないときは(3)科目ヘル

プを見ます。

貸方科目 ..... １０桁以内の漢字名が自動的に表示されます。

貸方金額 ..... 借方金額と同じ額を入力します。同じ金額のときは入力しない

で Enter を押してコピーすることもできます。

摘要 ......... メモです。「２月分家賃｣とします。必須ではありませんが、取

引の内容をメモしておくとよいでしょう。全角換算で２０桁以

内です。

（３）科目ヘルプ

借方や貸方コードは ≪科目ヘルプ≫

覚えられるものでは

ありません。

借方や貸方コードが

わからないときは

借方(貸方)コードの

入力位置でこのボタ

ンをクリックします。

右のような勘定科目

の一覧が出るので、

その中から目当ての

コードを見つけ、そ

のコードを右クリッ

クします。

入力欄にコードと科

目名が転送されます。
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≪科目ヘルプ≫画面の「転送先」は以下のとおりです。

なし ... クリックしても転送はできない

借方 ... 借方コードに転送する(科目名も)

貸方 ... 貸方コードに転送する(科目名も)

（４）入力欄クリアー

入力後の状態は下のようになっています。

入力後の状態 (4) (5)

この時点で誤りがないか確認します。誤りがあればその項目を訂正するか、全項目を空

白にするなら (4)「入力欄クリアー」ボタン をクリックします。

（５）「新規」ボタン

よければ (5)「新規」ボタン をクリックします。その結果、(7)の「登録済一覧」に

今の内容が登録(表示)されます。

登録済一覧に登録された

以上で一つの取引が入力されました。これでプログラムを終わりにしてみましょう。

（６）「メニューへ」ボタン

(6)の「メニューへ」ボタン をクリックして「メニュー」画面に戻り、左下の「終了」

ボタンをクリックします。ファイルが変更されていると下のようなメッセージが出ます。

「はい」が保存、「いいえ」は保存しない、「キャンセル」は「メニュー」に戻る
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です。

サンプルの取引を入力したので「はい」をクリックします。

保存が終わると下のメッセージが出ます。「いいえ」のときは出ません。

これでプログラムは終わりになります。

こんな感じで入力し登録します。画面にあるボタンや選択肢を選んでいけば難しいこと

はないと思います。
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§３ 取引を追加してみる
取引が１つだけでは寂しいので、以下の取引を追加してみます。

借 方 貸 方

月/日 科 目 金 額 科 目 金 額 摘 要

① 2/15 400 借入金 80,000 110 普通預金 100,000 銀行ローン返済元金

② 2/15 780 借入金利子 20,000 利息分

「仕訳の例」の「借入金」を参考にしてください。

この入力をする前に、銀行ローンを借りたことを入力しなければなりませんが、これを

無視して①を入力してみます。借入金、借入金利子の金額は練習のためのもので、実際

とは違います。

手順は以下のとおりです。プログラムを起動して「仕訳日記帳」画面を表示してくだ

さい。

ア）新規を選択します。

イ）①の行を入力します。入力欄は下のようになります。

ウ）「新規」ボタンを押します。①が終りとな

るところ、右の警告が出ました。

これは、この入力の前に銀行ローンを借り

賃貸物件を買ったという記録がないために

「借金はない」状態だからです。無視して先

に進めるために「ＯＫ」を押してこの画面

を閉じます。

エ）②の行を入力します。入力欄は下のようになります。

オ）「新規」ボタンをクリックか Enter を押して②は終り
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カ）以上の結果、登録済一覧に登録されました。

先ほどの「借入金」の赤字の問題に移りましょう。借金がないのに返済したことが原因

です。

そこで、練習のために、ローンは前年に借り何回か返済をしているとします。今年の初

めの借金額(期首残高)は、返済を差し引いた額が残っているはずです。それを９５０万

円と仮定します。

「メニューへ」ボタンを押して、メニューから「初期設定」へ行きます。

≪初期設定≫

右ペイン

右側のペインで、「借入金」の期首残高を９５０万円とします。

そのためにはアクションの「登録･訂正」を選択してから、スクロールして「借入金」

を探し、見つかったら「借入金」のコードをマウス右クリックし、右側の「入力欄」に

転送します。



- 15 -

①クリック

②ここをマウス右クリックすると右のコード欄に

400 が入る

Enter を押して「期首残高」に移り 9500000 と入力します。

メモは省略して「登録･訂正」ボタンを押します。

これで「期首残高」は 9,500,000 になりました。

確認のため「メニュー」に戻り、「仕訳日記帳」へ行きます。

「登録済一覧」の 400 を CTRL+マウス左クリック してみてください。「借入金」の

残高が表示されます。今度は赤字ではなく返済した分だけ借金が減っていますね。

期首残高を訂正しましたが、これは練習のためで普通は「前年初期設定の引継ぎ」を行

い、昨年分を本年に引き継ぎます。
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以上、もっとも基本的な入力を練習しました。毎日の取引を几帳面に入力するなら、新

規で済みますが、忘れてしまうことや後回しにすることもあるでしょう。

そのため、「登録済一覧」への訂正、削除、追加といったことが当然必要になってきま

す。

これについては別冊で説明します。
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§４ あとから取引の追加をする
Ａさんからの入金の他にＢさんからも入金していました。

「Ｂさんから２０１７年２月１１日に家賃１５万円が銀行に振り込まれた」

Ａさんと同じように仕訳します。１１日なので連番２の前に追加します。

手順は以下のとおりです。プログラムを起動して「仕訳日記帳」画面を表示してくだ

さい。

ア）「前に挿入」を選択します。

イ）連番２の行の左端の＊欄をマウス左でクリックします。

（入力欄の連番に２を入力しても良いのですが上の方が楽なので）

ウ）入力欄で「伝票」は省略(Enterを押す)して「月/日」を 2/11 と入力します。

エ）入力欄の「借方コード」はＡさんと同じなので、Ａさんの「借方コード」100

をマウス右クリックします。「借方コード」と「借方名」が転送されます。

オ）入力欄の「借方金額」に 150000 を入力します。

カ）入力欄の「貸方コード」はＡさんの 700 をマウス右クリックします。

キ）入力欄の「貸方金額」は「借方金額」と同じなので Enter を押します。

ク）入力欄の「摘要」はＡさんの「摘要」をマウス右クリックし、ＡをＢに直してか

ら Enter を押します。

ケ）「挿入」ボタンをクリックか Enter します。

「前に挿入」の結果

連番３の行がピンク色になっているのは、連続して「前に挿入」をするときに次の挿入

位置を表しているためです。

入力欄の連番には３が入っています。続けて挿入するときは Enter を押してつぎの項

目に移ります。
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§５ 訂正をする
登録済一覧に誤りがあったので訂正をする場合です。

Ｂさんの金額を 140000 に訂正します。

ア）「訂正」を選択します。

イ）連番２の行の左端の＊欄をマウス左でクリックします。

連番２の行の内容が入力欄に転送されます。

ウ）入力欄の「金額」まで Enter を押します。

エ）「借方金額」を 140000 と入力します。

オ）「貸方金額」まで Enter を押します。

カ）「貸方金額」で Deleteキー を押し、クリアーしてから Enter を押します。

キ）「訂正」ボタンまで Enter で移動し、クリックか Enter します。

確認のため下の画面が出ます。

「訂正」の結果
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§６ 削除する
不用になったので削除する場合です。Ｂさんの行を削除します。

ア）「削除」を選択します。

イ）連番２の行の左端の＊欄をマウス左でクリックします。

連番２の行の内容が入力欄に転送されます。

ウ）「削除」ボタンをクリックか Enter します。

確認のため下の画面が出ます。

「削除」の結果
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§７ まとめ
「新規」、「訂正」、「削除」、「前に挿入」の４つのアクションについて、駆け足で体験し

てきました。

仕訳日記帳さえ出来れば、「勘定元帳」や「貸借対照表」などは表示範囲を指定するだ

けで行えます。キーボードを使った入力はありません。

不動産賃貸業では同じような入力が毎月行われます。前に入力したものは利用したいも

のです。

そのため仕訳日記帳の入力の手間を省くため、以下のような便利機能を用意しています。

（１）ヘルプから入力欄へ転送

仕訳コードがわからないときヘルプを開きますが、目的のコードを見つけたらそ

のコードをマウス右クリックします。入力欄のそれぞれに転送します。借方名、

貸方名も同時に転送されます。

（２）登録済一覧から入力欄へ転送

登録済一覧からは、ほぼすべての項目が転送できます。目的の行へスクロールして

転送します。

ア）連番（マウス左クリック）

左端の＊をマウス左クリックすると入力欄の連番に転送します。

「訂正」、「削除」、「前に挿入」のときに使うと便利です。

イ）借方コード、借方金額、貸方コード、貸方金額、摘要（マウス右クリック）

それぞれの項目をマウス右クリックすると入力欄に転送します。

借方名、貸方名も同時に転送されます。

（３）仕訳モデルから入力欄へ転送

仕訳モデルを登録しておいてそれを利用するものです。別の資料を見てください。
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